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の
土
犠
.
土
婚
の
名
は
橘
の
b
同
土
が
の
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緑町の上回郵便局の主差点付近。何

長なく追う過ぎてしまヲが、ここは土橋

とキiまれ、道路の下には抵沢μlが流れ

ている。 田町寄句には今もコンクリート

の欄予があ q、JL下ろすと経;尺川の流

れが乳持ちよい。

このあたうは、幕末から明治、大正

じがけて大きな荷車が立ち並ぴ、 ーつ

の繁拳街を作っていたそヲだ。 とくに11

月下旬l二行われる 「えびす誹」 は有名

で、各荷車は拳やかな偽り付けをして

大売り出 Lを行い、U!.;主からの買い物

客で大変なにぎわいだったといヲ 。

その後も、海野町主差&からよ四fII

便局が移転 Lてきたり、近くに大型車

がえ設されたり Lて、よ留の宵輩の発

局長をええてきた。

札4主は近代化された商正街だが、ゆっ

くり歩いてみると、明治や大"-吟代を

しのばせるりっぱな旋やかわら星根を且

つけることができる。

上園醐馬主計=

-
尾

白'
町
民

・
園
公

燭
場
町

恒.. 

〕ワ@
ど ぽ し υるさわ

d 土橋(原町)蛙沢川 ー

様衡に関する写真・話題を募集 市内に~る舗とその周辺に関する宮 、写真、ユニークなエピソードや伝説のある績がありましたら、総書楳広級担当までお寄せ〈ださ いe

〈再生紙を使用してい ま す〉



l6月議会リポ

6
月
定
例
市
慢
会
が
6
月
刊
日
か
ら
お
固
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
7
憧
3
0
7
3

万
円
を
計
上
し
た
8
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、

橋
上
駅
舎
関
連
施
設
整
備
工
事
契
約
の
締
結
な

と
幻
識
索
、
刊
報
告
事
項
が
審
瞳
さ
れ
、
す
べ

て
可
決
、

承
箆
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

補
正
後
由
一

般
会
計
予
算
の
輯
額
は
4
2
4
億

6
2
2
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今年秋の開通を予定している上信越自動車道(小暗・更埴聞)
[写真は上回菅平インタ チzンン完成予懇図]

a
F宰

J
S
晶界
初
の
制
定
・
改
正
が
ど

マ
上
田
市
民
害
対
軍
本
部
量
例

一
部
直
正

(
内
容
)
民
害
対
軍
基
本
法

・
大
規
範
地

震
対
置
特
別
措
置
法
由

一
部
改
正
に
伴
い
、

上
田
市
災
害
対
描
本
部
に
現
地
災
害
対
策

本
部
を
設
世
し
、
防
災
体
制
を
強
化
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

マ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
位
量
例
の
制
定

(
内
容
)
疎
民
将
来
白
星
整
備
事
業
に
よ

る
下
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ノ
タ
I
由
設
世

に
あ
た
り
、
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

凶
悟
の
条
例
を
整
理
統
合
す
る
た
め
の
、

総
合
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
に
閲
す
る

条
例
の
制
定
で
す
。

マ
上
田
市
商
工
車
振
興
量
倒
的

一
部
改
正

(内
容
)
助
成
対
量
事
業
に
商
庖
街
活
性

化
計
画
策
定
事
撲
を
新
設
し
、
中
小
小
売

商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
を
図
る
た

め
の
閲
楳
規
定
の
改
正
で
す
。

a
F
J
J舷
A
F
計
補
正
予
算
の
内
容

副
剖
到

マ
鹿
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
残
壇
処

「
l
l
L
AW聾
托

2
0
0
0
万
円

.6月市機会で決まヲた8年度予算奪

予房総額

面

相
劃

マ
地
書
霊
泉
基
盤
確
立
聖
書

「
|
|
」
遺
改
善
事
量

4
0
0
1
万
円

マ
林
道
聾
情
事
量

1
8
6
1
万
円

マ
畢
樹
産
地
機
能
増
進
事
輩
に
田
万
円

配
E
R
)マ
中
小
小
売
商
聖
徒

E
Pョ

「
|
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」

ン
軍
現
化
推
進
に

1
4
0
万
円

マ
蔵
と
水
辺
を
活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り
亨

章

2
1
2
7
万
円

(内
容
)
中
心
商
底
街
の
原
町
に
点
在
す

る
蔵
と
自
然
的
な
資
甑
を
活
用
し
、
核
と

な
る
施
訟
と
問
辺
の
敵
軍
追
を
艶
備
し、

中
心
商
応
街
の
活
性
化
を
図
る
。

マ
フ
ラ
ン
ス
絹
織
物
芸
術
展
上
回
特
別
展

開
催
事
業
補
助
金

1
5
0
0
万
円

(内
容
)
フ
ラ
ン
ス
絹
織
物
芸
術
展
を
8

月
山
日
か
ら
お
日
ま
で
聞
蝿
し
、
文
化

・

産
業
白
振
興
に
寄
与
す
る
。

マ
観
光
ト
イ
レ
聾
備
に

3
3
8
2
万
円

マ
観
光
跨
導
標
識
股
置

1
0
0
0
万
円

司
和
白
ヨ
マ
街
路
豊
富
主
義

3
億
円

「
1
l
L
(内
容
)
街
路
整
歯
車
主
と
し

て
南
天
神
町
常
凹
線
、
上
回
交
通
別
所
線

の
高
梨
化
に

、

[21 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

別
に
収
集
し
ま
す

6

7
月
か
ら

「燃
や
せ
る
ご
み
」
の
指
定
袋
導

入
・
有
料
化
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

7

燃
や
せ
る
ご
み
の
量
は
固
に
見
え
て
誠
り
ま
し

B

た
が
、
逆
に
燃
や
ぜ
な
い
ζ
み
、
と
く
に
プ
ラ
防

ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

虫

『燃
や
せ
な
い
ご
み
』
は、

①
び
ん
類
・
缶

満

額
②
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
(ベ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、童

i

品
ト
レ

、
シ
ャ
ン
プ
容
器
な
ど
)
③
有
害

ご
み
(乾
電
池
・
蛍
光
灯
・
体
温
計
な
ど
)④
モ

。

の
他

(陶
磁
器
・
ゴ
ム
製
品
な
ど
)
の
4
種
類
は

に
分
別
し
て
、
輩
横
所
に
出
し
て
い
た
だ
い
て

ほ

い
ま
す
が
、
引
制
民
民
側
川
泌
総
以
鋭
利
引
引
前

剛

一則
ν

「プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
』
だ
け
は
ま
と
め
江
⑮

eei
(
 

て
聾
積
所
内
に
置
い
て
く
だ
さ
い

q
Jラ
ス
チ
ン
吐
珊

ク
ご
み
置
き
場
を
示
す
札
を
‘
取
り
付
け
が
可
同
制

能
な
草
稿
所

1

1
1
1
1

ぁ

m

:
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に

設

置

を

進

ミ

日

叫
頁
到
す阿醐
一
培
/

め
て
い
ま
す
)。
一
剖
ハザ
尺

作
ほ

4
a
M盟

M
L

ヲ
ラ
ス
テ

ツ

高

官

虫

色

?

と

出

ク
ご
み
」
は
、
前
竹
劃
貯
'
ト

r
i申
ι
v
b
唱
帥

別
の
収
聾
車

一ゆ

a・
F
劇
画
・
阿
川
H
岩

川
副

で
収
集
し
ま

一船

寸

A
Nズ
吋
4

詰

す
(
収
草
日
・

「

L
13
u
h
一h-
z

一ラ
H
J
刻
#
札
、
、
司
訴

の
の

出
し
方
は
変

F
ト
」
ぷ
川村

恥
一
晴
み

更
あ
り
ま
せ

戸
f
t
』

酬
こ

ん
)
。

品
目

凶
問
問
ハハ
U

L

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

川一一

こ
み
を
焼
や
す
場
合
は
、
周
囲
の
状
況
、
時
崎

醐

問
、
焼
却
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
、
近
A
Z

叩

所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
帥
市



マ
市
街
地
再
開
発
事
輩

2
5
6
4
万
円

マ
中
之
量
地
区
土
地
区
画
整
理
事
章

3
0
0
万
円

マ
河
川
用
悪
水
路
改
修
事
量6

3
0
0万
円

(内
容
)
蛭
沢
川
の
改
睦
に
酔
せ
雨
水
貯

留
施
設
を
建
設
し
、
降
雨
時
の
流
量
調
節

を
す
る
と
と
も
に
、
由
時
1
0
0
H
程
度

の
水
量
を
簡
保
し
て
防
火
用
水
と
し
て
の

一斉行動の結果『環境美化運動の日』• 

劃

和
町
}
マ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活

「
ー
ー
し
用
調
査
研
究
事
量
と
し
て

2
0
1
万
円

利
用
も
検
討

マ
よ
掴
越
自
動
車
道
開
通
記
念
プ
レ
イ
ベ

ン
ト

8
5
0
万
円

(内
容
)
上
回
官
平
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
グ

白
開
通
を
記
念
し
て
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
(
叩
月
刊
日
に
ハ
イ
ウ
エ
ー
マ
ラ
ソ
ン

大
会
、
日
月
3
日
に
開
通
記
念
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
)

気
配
り
を
お
願
い
し
ま

す
。
プ
ラ
ス
チ

ョ
ク
は
、

有
害
な
ガ
ス
が
量
生
し

ま
す
の
で
、

燃
や
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

資
源
と
し
て
利
用
で

き
る
も
白
は
、
資
源
回

収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

.
環
境
量
務
謀
(
田
@

0
6
6
6
}
 

マ
軍

一
中
号
校
移
転
改
築
夢
量

l
憧
6
7
9
0万
円

(内
容
)
平
成
日
年
度
開
校
に
向
け
て
、

造
成
工
事
、
校
舎
の
実
施
設
計
等
を
行
う

マ

(
仮
称
)
山
王
山
公
園
整
備
事
草

1
1
4
4
万
円

の結果

県下一斉在の河川バトロールが6月3日(月)に実施されました。

上田市では千山川、神川、浦野川、産川町 4河111・36カ当所、7機関・53人に

よりパトロールした結果、産業廃棄物 ・一般廃棄物等の投楽物を合わせ

て1.95トンを碍認し、このうち、所定の手続きにより回収Lなければい

けないもの(投車臼動車事)を除く 0.81トンを即日収集処理しました。

過去の河川への投車物の鼠の変化をグラフにしてみると、平成4110度

をピークとして減少はしているもの由、いまだ投棄が絶えません。

河川への投棄は尖鋭をそこねるだけでなく、水質汚染の目立因になるこ

ともしばしばあります。河川への不法投棄に対しては警察等との辿拠に

より、パトロール事をいっそっ強化 していきます。

J::lい環境づくり白ために、不法投棄を無くしま Lょう。

「春の河)11-斉パトロール」.第49回

-河川パトロ ル役棄物権啓{銭事自動車，.除く}

s 

2 

例年、道路へ0)空き缶の投げ伶てがたいへん多く 、自然や生活環t阜の

主観を.li:しくそこねています。個人にとっては何気ない投げ捨ても、全

体で見ればたいへんな置となって主Lい環境を汚しています。

6 n 2日(口)には 「斑境主化運動白日」として県内一斉申空き缶拾いが

行われました。

上回rnでは約10.600人が書加し、実施結果のとおり、空き缶で上田市

の人口の半数程のが必8.・収集した宜き缶の推移

∞D個が収集されま L鰍糊
製刷。。

た。，.，.

グラフ申とおり、可々、 鍬別

空き缶由散乱数は減っ揃榔

てきていますが、ひと 4醐

り一人目心がけでゼロz
にすることも吋能です。協調防

空き缶等は、持ち帰る 。

ように心が掛けましょ

つ。
今憧いっそう環境主

化運動の輸を広げるた

め、ご協力をお願い L

ます。

o 

美しい自捕を守りましょう

I1ifllラ左足:8.7. 16 [3 J 



情報
滞納処分による電話加入権公売

子百税等の滞納処分による電話加入植の公売を行いま

す.より早く より安く電話が必要なかたはどうぞ.

マとき 8月 88同午前9略45分~ マところ市

役所南庁舎5階第3・4会峨宣 マその他 院し<r孟
fa;線J7月 1日号をご覧ください。 マ問い合わぜ

収税標 ai1302)

E""DIF.揮官...，畦官問調-ー圃・-・E ・

7/11;.重，130m，辛苦le$L止fA4>iI智子JlI
(企困展示ギャラ リー)

入燭料大人(一般 ・大学生).........500円

子ども(小学生~高植生)...300円

1> r里中満智子展』開催記念イベン ト

7 Jl28日(目I . r里中満智子』サイン会

午後 2時-(先暗50人) 企画展示ギャラリ ー

『里中満智子JlIi賞金

午後 4時~ホル (無科)

『里中満智子aサイン会

(先着50人) 企副屈す、ギャラリ ー

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

市
政
懇
談
会
を
開
催

••• 
市
で
は
、
部
三
次
上
回
市
総
合
計

画
の
初
年
度
に
あ
た
り
、
計
画
自
慢

要
を
市
民
国
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
市
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
由
意
見

・
要
望
を
お
聞
き
す
る
た

め

『市
政
懇
談
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

地
区
迎
合
自
治
会
単
位
に
、
市
内

団
地
区
で
行
い
ま
す
。
お
お
ぜ
い
の

7 JU9臼{月)

午前11時~

且』晶.I!EU一一一一一一一一一一一一一一ー
4耳'*"ノザノレh'fi~'í工lll-ItJ.'11

・惜演『個性と創造力と自己表現』

間師 CGアーテイスト・田中秀幸さん

NHK雄造伎術局運用後術副都豊

国量静司さん

午川 9時四分-10時30分 ホール

且』盟主車監亙ーーーー

皆
さ
ん
由
ご
書
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

醤
書
課
(
困
1
1

1
1
、
1
1
1
2〕

日程表• r市政惣踏会』
••• 

E
一
巨

地

一
地

箇

一
図

温

一
塩

西
一中

館
一館

会
一民

国
一
公

温

一
図

酋
一場

出
一一同

国
M

一
口凶

回
一
回

目

一
日付;
 
7月31日制|別所繍染問|別所温息地E

8Jl8日制|上岡市民会館|爾鶴地区

8月四自国 間 柵 帥ー|北部地区

十時間2いずれも午後7時から..までの予定a

九上記以外のB健1;:，".号以跨でお知らぜします.

自
然
と
白
ふ
れ
あ
い
を
過
し
て
、

多
く
の
か
た
に
自
然
に
つ
い
て
の
理

同象地区ところとき
自
然
と
ふ
れ
あ
お
う

『自
然
観
察
会
』
へ

/

〆Fィ77)'fKid's Summ8r $c，伽 /f1JUUtfi

且1:.，lI;lo旦ι一一一一一一一一一一一一一一ー
/i'ィ77/I'UEDA1m.宇le$fit.fK#Mtt
L 副院嵐..，昆ーー目ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・

lalft!li'iI?iル.81NIfシンポグづA

且』車田五島一一一一一一一一一一一一一
ル(7r7/vS!ii5ライ1'-ltllI
アメリカのコミ ックマンガ『パットマン』の原作者、

ジエリー・ロビンソン氏と、日本のコミック『恒面

ライダー』の原作者、 石ノ轟憲太郎氏が酎省。

午後 1時~ ホール (無科)/午後 3時~ サイン告

解
を
深
め
て
も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。

県
内
に
は
数
多
く
の
動
植
物
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
自
然
観
察
を
通
し

て
自
然
に
親
し
み
、
自
然
由
大
切
さ

を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

当
日
は
川
町
由
自
然
観
察
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
に
よ
る
解
説
が
あ
り
ま
す
。

マ
と
き

8
月

6
日
凶
午
前
9
時

1
午
陸
3
時
ご
ろ
(
雨
天
決
行
)

マ
と
二
ろ

川酬
の
丸
高
原

マ
定
員

先
着
却
人
程
度
(
小
学
校
4
年
生

以
上

・
保
護
者
同
伴
可
)

マ
事
加

料

3

0

0
円

マ
申
し
込
み

7

月
お
日
閣
か
ら
同
剖
日
制
ま
で
に
市

役
所
本
庁
舎
l
階

・
生
活
環
境
課
の

窓
口
へ
直
接
ど
う
ぞ
(
午
前
9
時

3

午
後
5
時
。
土

・
日
曜
日
は
除
く
)

マ
そ
の
他

電
話
で
の
申
し
込
み

は
受
け
付
け
ま
せ
ん

マ
問
い
合
わ

せ

生
活
環
境
課
(
困
1
3
8
8〕

f 

真
夏
も
楽
し
も
う
/

創
造
館
の
イ
ベ
ン
ト

-
よ
図
劃
適
館
嗣
県
日

1
1
1
1
}

-

『上
回
舗
織
物
-
E

と
ま
ゆ
を
つ
く
る
ま
で
』

マ
と
き

7
月
目
日
出
1
8月
7

n剛
午
前
9
時
S

マ
と
こ
ろ

民

俗
資
料
館

マ
入
館
料

燃
料

-
絞
り
紙
級
・
2

マ
と
き

7
月
四
日
刷
句
前
日
時

4

3

V

と
こ
ろ
第
4

・
5
研
修
玄

マ
内
容
七
夕
に
ち
な
ん
だ
街
り

紙
作
り

マ
多
加
料

3
0
0
円

マ
受
け
付
け
当
回
会
峨
で
ど
う
ぞ

マ
持
ち
物
持
ち
帰
り
川
の
袋

-
チ
E

ウ

(鍍
)
に
観
し
も
う

マ
と
き

7
月
四
日
出
1
8月
4

8
剛
午
前
9
時
S

マ
と
こ
ろ

笑

術
館

マ
内
容

@
傾
本
腺
示
一

・
ア

ゲ
ハ
チ
E

ウ
の
成
長
の
様
子
食
草

展
示
一
忽
ど

φzmm冊
目
人
さ
ん
に
よ
る

ア
ゲ
ハ
チ
E

ウ
の
説
明

A
S月
3
日

出

4
日
醐
午
前
同
時
午
世
2
日

.
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
役
修

マ
と
き

8
月
1
日
嗣
4
3
同
7
日

剛
午
後
1
時
初
分
午
後
3
時

〔8

月
3
日
会
除
く
。
4
日
は
午
前
日
時

か
ら

v
vと
こ
ろ

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

V
入
場
料
小
・
中
学
生

1
0
0
内

高
校
生
以
上
の
学
生
2

0
0
内

ご

般
2
5
0
円

-
紙
ひ
こ
う
き
を
飛
ば
そ
う
1

マ
と
き

8
月
3
日
出
午
前
同
時

i

v
と
こ
ろ

第
2
科
学
実
験
実

マ
書
加
創
刊
無
料

マ
持
ち
物

紙
切
り
ば
さ
み

・
星
空
コ
ン
ザ
ト

マ
と
き

8
月
3
日
出
午
後
6
時

-賓
の
飼
育

[4 J a;.ラ:A!ifB.7. 16 
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• 8月
E炎キ目の

f 、

巨豆豆豆町お盆は休業
8月138幽から同16目出までのお盆の聞

は トイレのくみ殴りをお休みさせていた

だきます。また お盆前はくみ取りの依額

が集中しますので、早めにくみ取り集者へ

連絡していただきますようお願いします。

マ問い合わせ生活環境課(内1387)

県
勤
労
者
美
術
展
に

多
数
の
ご
応
募
を
/

••• 
9
月
日
日
幽
か
ら
、
県
内
4
金
場

で
順
次
開
催
さ
れ
る

『
第
叫
団
長
野

県
勤
労
者
美
術
展
』
の
作
品
を
次
白

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
出

品

種

目

日

本
画
、
洋
画
、

工
芸
、
容
道
、
写
真

マ
出
品
者
の

資
格
県
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
勤

労
者

マ
申
し
込
み

8
月
四
日
開

か
ら
幻
日
附
ま
で
に
、
東
信
労
政
事

務
所

(固
@
7
1
4
4
)
へ
申
し
込

み
と
同
時
に
搬
入
し
、
出
品
料
1
5

0

0
円
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

上
田
市
霊
園
使
用
者

補
充
募
集
し
ま
す
/

••• 
上
回
市
霊
園
の

7
区
画
に
つ
い
て

補
充
鼻
聾
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
生

「
相世名 日 時 会場など

8月 9日幽

法 g章 相 談 13:30-15:30 
役市所(予約制) 8月23日樹 生活環境聾

13:30-15:30 (本fT舎 1暗)

土 地建物相談
8月 8日開

? 13:00~16:00 

人権・悩みごと相酷
8月 1自国 1 入植同和財軍聾

13:00-16:00 。(曹農庁舎 1階)
」 8月 1自同

。
業委員会階)陵 地問題相談

8:30~17:00 (本庁舎 2

行 政 相 酷
8月12日伺)

上回百武
叩 00-15凹

心配ごと相歓
毎週土曜日
10:00.......15:00 

福祉 よろず相談
毎週月~壷曙日
9 : 00-16 : 00 

法
律(予約制相) 

骸 8月17目出 社会循祉協曜会

10:00-正午 (宮@80 8 0) 

児 貧 相 骸
毎週土曜日

13: 30-15 : 30 

桔 揖 相 骸
毎週水沼田

10 : 00-15 ; 00 
法 律 相 駿 8月21日同

(予約制) 13:30-15:00 
上(n田@商4工5会0暗0所) 

保障年金相談
毎週月~金曜日
9:00.......16:00 

市主通民事故相相談酷
毎週月~金曜日 生活理療聾
9:00-16凹 市 (本庁舎 1階)

児 童 相 続
毎週月~金曜日

世 (宮@福2祉0課o 0) 9:00-16:00 

母 子 相臨
毎週月~金曜日 所 福祉課
9:00-16:0C (内棉1606)

活
環
境
諜

(市
役
所
本
庁
舎
l
階
・

因
1
3
9
0
)
へ
ど
う
ぞ
。

マ
応
募
資
格

市
内
に
住
所
が
あ

り
現
荘
墓
地
が
な
く
、
次
白
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
。

①
晶
骨
を
預
け
る
所
が
な
く
、
自

宅
に
安
置
し
て
あ
り
墓
地
を
必
要
と

す
る
人
②
遺
骨
を
親
戚
や
知
人
な
ど

の
墓
地
に
仮
埋
葬
さ
れ
て
い
る
か
、

も
し
く
は
寺
社
な
ど
の
納
骨
量
に
預

け
て
あ
り
墓
地
を
必
要
と
す
る
人

マ
申
込
期
間

8
月

1
日
嗣
j
同
四

日
開

マ
モ

の

他

応

募
者
多
数
由

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

信
州
大
学
公
開
講
座

『講
演
と
実
験
』
へ

/

••• 
マ
講
座
名

『
パ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
新
展
開
講
演
と
実
験
』

マ
と
き

8
月

8
日
附
午
前
叩
時

1

午
桂

5
時、

8
月

9
日
幽
午
前
9
時

1
午
後

3
時

マ
と
こ
ろ

信
州
大

学
繊
維
芋
部
第
日
講
義
室

マ
定
員

先
器
犯
人

マ
畳
講
料

5
7
0

0
円

マ
由
申
し
込
み

所
定
白
申
込

書
に
畳
講
料
(
郵
恒
為
替
)
と
長
昨

4
号
封
筒
(
宛
先
明
記

・
曲
円
切
手

貼
付
)
を
添
え
て

「
〒
3
8
6

上

田
市
常
国

3
!日
1
1

信
州
大
学

繊
維
宇
部
学
生
幅
」

(
画
②

1
2
1

5
)
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
締
め
切
り

7
月
山
日
附

拍
分
問
、
凶

マ
と
=
ろ
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
牽

マ
定
員

先

着

1
2
0

人

マ
入
渇
料

1
0
0
0
内

マ

そ
の
他
チ
ケ

ッ
ト
は
創
造
館
で
ど

う
ぞ

(屯
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
〉

・
フ
ラ
ワ
ー
コ
ミ
ュ

-
z
v
l
シ
ョ
ン

マ
と
き

8
月
3
日
出
。
4
日
剛

午
前
9
脇
町

jh

マ
と
こ
ろ
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
!
ル

マ
内
容
農
業
パ

イ
オ
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
、
花
の
即
売

・
星
空
鰻
盤
会

マ
と
き

8
月
4
日
刷
午
後
7
時

四
分

(受
け
付
け
は
午
後
7
時
四
分

ま
で
)

マ

と
こ
ろ

天
体
観
測
室

マ
多
加
料
無
料

マ
そ
の
他

申
雨
天
曇
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
骨
小
・
中
学
生
は
保
護
者
向
伴
で

.

.
 旗手
パ
ソ
コ
ン
総
書

マ
と
き

8
月
刊
日
出
午
前
9
時

四
分
4
3

マ
と
ニ
ろ

パ
ソ
コ
ン
輩

マ
内
容
パ
ソ
コ
ン
で
宜
の
た
よ

り
を
か
ニ
う

マ
対
象
上
小
地
域

在
住
の
小
中
学
生
の
却
T
P
T
先
着
四

人

マ
受
陽
料

5
0
0
円

マ
申

し
込
み

8
月

2
日

ω午
前
9
時
よ

り
電
話
で
創
造
館
ヘ

圃
綾
子
映
画
会

マ
と
き

8
月
刊
日
出
日
日
嗣

(第
1
回
目
午
前
川
時
、
第
2
回
H

午
後
2
時
四
分
)

マ

と
ニ
ろ
悦

聴
宜
室

マ
上
映
作
品
『
ガ
リ
バ
ー

旅
行
記
』『
酉
舗
の
ヒ

l
ロ

ふ

く

め
ん
グ
ご

マ
定
員
各
回
先
着

同
人

マ
入
舗
料
無
料

-
文
化
鴫
演
会

マ
と
き

8
月
同
日
出
午
後
1
降

初
分
開
泌

マ
と
ニ
ろ
文
化
ホ

ル

マ
内
容
安
弁
貧
畳
賞
作
家

・

追
藤
膨
子
さ
ん
に
よ
る

『画
家
の
心

の
中
を
の
ぞ
く
』

V
入
場
料

無

料

マ
定
員
5
0
0
人

広容ラji!.!B.7. 16 [5 J 

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
高
年
齢
者
職
叢
相
政
重

倫
8
8
5
3
2)

マ
相

政

⑨
雷
同
一
年
齢
者
を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る
求
人
者
に
対
す
る
扇
用
緒
餓



ri肖費生活教室』講演会にご参加を/
マとき 7月30日凶午後 1時四分-3時30分 マところ県上回

消費生活セムJター(材木町) マ漬姐 『よ手な生ごみのリサイク

ル』 マ，.師信州大学虫学部教授 ・酒井信ーさん マ受 続 料 無

料 マ申し込み 7月23日凶までに生活環償課(困1389)ヘ。

;，.電車Iま臨時のみ.パス・電車時刻葺 (7月27目)

(土)日27 7月 上回錆

18:03 

22日I!l)から27日

出まで上田商工会議所
ロビーで販売/

上
国
わ
っ
し
ょ
い

20:19 

20:国

17:54 

20:10 

20:38 

よ図発

19:45 

初 ，30

陽

* 
中古図

e脅

育

21∞ 

21ω 

21∞ 

上回交通

平幽"ス

" 

ス

(6 J 

真
夏
の
夜

み
ん
な
で
踊
ろ
う

・

『み
こ
し
』

午
後
4
臨
時
四
分

市
内
中
む
都
は
ル
持
者
道
路
に
な
り
、
各

所
か
ら

『
み
ζ

し
』
が
織
り
出
し
ま
す
。
み

こ
し
の
胤
場
所
と
時
聞
は
炊
の
と
お
り
・

マ
午
後
4
時
凋
分
1
6時
初

分

断

町
、

機
野
町
、
大
門
町
、
総
尼
町
、
大
手
町

マ
午
後
7
時

3
9崎
大

手

町

圃

『踊
り
』

午
後

7
時

3
9臨時

午
後
7
時
に

『上
回
わ
っ
し
ょ
い
』
の
踊

り
が
聞
始
。
生
演
奏
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽

し
く
踊
り
ま
し

a
う
。

-
Z
A厳
』

午

後

7
時

i
g時

リ
ズ
ム
に
合
わ
ぜ
て
、
各
太
鼓
速
の
太
舷

が
鳴
り
・
含
ま
す
・

-

『田
園
記
念
イ
ベ
ン
ト
』

上
関
わ

う
し
よ
い
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

(午
後

S
時
制
分
か
ら
梅
野
町
通
り
て

お

回
連
続
出
場
遣
の
袈
修
、
参
加
者
l
万
人
の

『
ふ
る
さ
と
』
の
大
合
唱
、
強
り
だ
く
さ
ん

の
『
わ
っ
し
ょ
い
ス
テ

l
ン
』
な
ど
を
行
い

ま
す
.

-

『変
通
銀
側
』

午
後

4
時

3
9時
却
A
W

『上
関
わ

う
し
よ
い
』
当
日
は
、
午
後
4

時
か
ら

9
時
初
分
ま
で
市
内
中
心
怖
は
歩
行

省
道
路
に
な
り
、
取
の
衆
り
入
れ
憾
で
き
ま

せ
ん
。
凶
辺
道
路
も
交
通
が
刷
機
制
さ
れ
ま
す
・

係
且
の
指
-不
に
従
ヲ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
鷹
匠
町

i
駅
一
川
ロ
ー
タ
リ
ー

s

上
関
西
武
前
は
午
後
6
時
初
分
ま
で
車
の
乗

り
入
れ
が
で
き
ま
す
。

-

『バ
ス
停
』
が
移
り
ま
す

午
後

6
時
四
分
か
b
空
通
鋭
制
阻
間
内
の

バ
ス
停
は
使
え
伝
〈
な
り
ま
す
。

上
回
駅
お
減
目
前
の
パ
ス
停
伺
所
他
、
午

IZiIllラ;V:!8.7. 16 



• 
『行方不明の人を捜す相談所』開設
曹察で I~ r行方不明の人を鍵す相談所』を聞きます。

手鉛かりとなる資料をお持ちになりご相談くださL、
.lIt殴繍般預/マとき 8月 1日同~同31日出午前8時

30分~午後5時(土 日曜日を除く) マところ 筆家

被動センター (長野市.1II!)026-278-9田0)

・幽漫繍殴腕/マとき 8月8自国午前9時30分~午後

4時 マところよ図膏東署哩l!i!lIO11 0) 

亡二コ仁二コ[

口[
UE 
C 
F二

軍

霊長野

肥
料
用
コ
ン
ポ
ス
ト

無料
で
お
分
け
し
ま
す

••• 
皆
さ
ん
の
家
庭
の
簡
易
浄
化
槽
か

ら
収
集
さ
れ
た
汚
泥
は
、
家
庭
排
水

冷
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
、
遁
縮

さ
れ
た
汚
泥
は
発
酵
さ
れ
、
コ
ン
ポ

ス
ト
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ポ
ス
ト
(
日
均
λ
り
袋
〉

は
台
所
由
排
出
水
田
み
で
作
ら
れ
て

い
る
白
で
、
家
庭
菜
園
な
ど
の
有
峻

肥
料
と
し
て
も
安
心
で
す
。
特
有
田

匂
い
が
多
少
あ
り
ま
す
が
、
タ
量
ず

つ
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

今
回
、
無
料
で
お
分
け
し
ま
す

(
指
定
場
所
へ
取
り
に
来
ら
れ
る
か

た
で
先
般
順
)
の
で
、

市
役
所
本
庁

舎

1
階

・
生
活
環
境
蝶

門岡
山
1
3
8

8
)
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

円
L竃櫨

7
月
か
ら
国
保
税
の

納
入
が
始
ま
り
ま
す

••• 
平
成
8
年
度
目
国
民
健
康
保
険
説

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
協

力
会
加
入
の
か
た
は
協
力
会
長
さ
ん

へ
納
付
書
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
口

座
仮
替
の
か
た
は
口
座
を
確
認
し
、

入
金
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
@
ま
た
、

直
接
納
付
の
か
た
は
金
融
機
関
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
車
保
険
税
白
納
税
寝
務
者

は
世
務
主
で
す
。

②
保
険
税
の
通
知
書

・
納
付
書
は
世

帯
主
名
で
お
届
り
し
て
い
ま
す
。

③
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主

で
も
、
納
税
砲
務
者
に
な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
謀
(困

1
3
6
7
、
-
3
6
8
)

岡田
事下

問
問

@

家

庭
用
簡

易

浄
化
槽

後
6
臨時
初
分
か
ら
上
回
西
武
前
に
移
り
ま
す
。

な
お
、
パ

ス
の
運
行
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、

案
内
田
舎
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
上
回
西
武
前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
、
上

回
交
通
別
所
線
も
臨
時
電
車
が
出
ま
す
。

-

『タ
ク
シ
ー
aR
り
場
』
も
移
動

上
回
駅
お
城
口
前
に
あ
る
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
む
午
後
6
時
四
分
以
降
、
イ
ト
!
ヨ
i
カ

ド

l
側
へ
移
動
し
ま
す
・

空
通
規
制
解
除
後
の
午
後
9
時
初
分
か
ら

は、

上
悶
駅
お
城
口
前
に
戻
り
ま
す
。

-

『志
郎
』

嗣

岬

唖

0
1
5
・，v

当
日
、

土
田
商
工
会
蛾
所
前
に
本
織
を
股

け
ま
す
。
紫
色
の
連
絡
、

け
が
、
急
鍋
人
、

途
子
一
ほ
ど
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

点
検
と
清
掃
回
数
の
変
更
を

検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
/

生活環境眼

(箇1388)

公
共
下
水
唖
fチ
と
の
区
域
以
外
の

章
庭
で
は
、
台
所
の
排
ホ
を
量
力
で

沈
殿
さ
せ
、
う
わ
水
だ
け
を
放
流
す

る
簡
串
浄
作
楢
〔
3
軍
千
2
00

a)
が
股
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

圏
易
浄
化
槽
の
沈
殿
物
は
叩
年
前

の
調
査
で
、
{
家
族
4
人
の
一
般
章
庭

で
約
4
か
月
で
満
杯
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
朗
聞
は
、
居
性
人
数

や
年
齢
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
畢
定
は

食
生
活
の
各
車
化
に
よ
り
、
湖
聞
が

盟
く
な
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

自
分
の
軍
庭
の
簡
易
浄
化
槽
が
ど

の
く
ら
い
で
満
杯
に
な
る
の
か

za

p
握
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
持
簸
し
た

汚
泥
が
側
溝
な
ど
に
溝
作
始
め
る
と
、

周
辺
で
の
悪
臭
苦
情
や
水
質
量
死

不
衛
生
の
た
め
ハ
エ
や
蛇
の
大
量
量

生
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

畢
む
で
は
河
川
の
水
宜
汚
濁
原
因

の
ワ
ス
卜
1
位
に
あ
げ
ら
れ
る
台

所
の
排
水
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
心
が

吋
で
河
川
に
清
流

E-車
会
埠
'
で
す
。

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
本
堪
比
は
、
市

の
指
定
量
者
が
地
区
ご
と
に
計
画
的

に
収
集
し
ま
す
.
す
で
に
担
集
を
業

者
に
依
頼
し
て
あ
り
、
回
数
の
芳
重

が
必
要
な
軍
庭
は
、
収
集
輩
者
に
直

接
@
L
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
が
九
ぺ
収

集
を
依
頼
L
て
い
な
い
軍
庭
は
、

生

活
環
境
臨

8
T
3
8
8)
に
お
問

い
合
わ
ぜ
く
だ
さ
い
。
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病原性大腸閣0.157による食中毒が全国で相次いで

発生していますロ

この宜中毒は、汚染された宜品や水が原因となって

起こることが多く、感染すると腹痛と出血をともなう

激しい下痢症状を起こし、重症白場合は腎臓障害を伴

います。特に抵抗力の弱い子どもや高齢者は、重症に

なる恐れがありますので注意が必要です。疑わしい症… 状のある方は、医師の診察を受けてください。

病原性大腸菌0.157による宜中毒防止のため次のこ

とに注意しましょう。

①宜品を取り扱う場合は、包丁、ふきんなどの調理

器具を流水でじゅうぶんに洗って、消毒しましょう。

②宣品、特に肉類は中心部までじゅうぶんに加熱 (中

心部がWCl分以上)して調理しましょう。③井戸水

や畳水槽を使用している場合は、年 l回以上の水質検

査や消婦を行うなど、飲料水田安全確保に努めましょ

っ。
マ問い合

わせ 上回

保健所 ・食

品情生謀

(匝ゆ7152)

.病原性大腸菌0・157にご注意を

保健 診tt

.百日咳・ジフテリア・破傷風

三種混合予防接種集団接種

健康推進課

4 

議ラ
.8月の芋L幼児健康診査 (困1625)

t聖付時間 いずれも午後1時-2時 じ〉持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯プラ

ン (l歳6か月児)0 1歳6か月児は、 百年ちゃん手帳

白中にある健康診査票に記入してお持ちくださL、。 3

歳児は健康診査票と視聴覚検査白アンケー卜をお送り

しますので、ご記入白うえお持ちくださ L、。また、尿

検査申容器もお持ちください。

.保健センター(市役所南庁舎 2階)

日
一日
↑目

い
一日
一円

(塩田地区)

8. 3. 
7. 9. 
5. 6. 

8月2日日

-塩田母子健鹿センター
4か月

10か月

3歳

日
一時
一日

( 8J 

健康診査 実施日 生年月 日

4か月
8月 8日 8. 3. 16-3. 31 
8月27日 8. 4 1-4. 15 

10か月
8月6日 7. 9. 10-9. 30 
8月22日 7. 10. 1-10. 15 

1歳 6か月
8月 7日 7 1. 16-1. 31 
8月21日 7. 2 1 -2. 15 

3歳
8月9日 5. 7. 1 -7. 15 
8月19日 5. 7. 16-7. 31 

山
一日
一
山

広車うTi1itB.7. 16 

8月2日

(川西地区)

---，τー3
7. 9 
6. 1 

8月29日

(困1626)

定期接種白 「期別」白呼び方 (名跡)が、今までと

変わりましたので注意してくださ L、。

草 1期<:1期初回

第2期ぐ 1期追加

草 3期三:2期

マ対章者 1期初回 ①平成6年5月1日~平成6

年10月31日までに生まれたお子さん ②平成6年 4月

以前に生まれて未接種のお子さん 〔ただし、 7歳半ま

で) 1期追加 q平成4年 7月~平成4年12月まで

に生まれて初回を接種してあるお子さん ②平成 4年

6月以前に生まれて追加が完了していないお子さん

(ただし 7歳半未満〕 マ接種方法 1期初回 3-

8週間白間隔で 3回接種 1期追加 初回白3回目接

種笹約 1年-1年半に1回接種 マ畳付時間 午後 l

時30分から 2時20分まで マ持ち物 母子健康手帳

マ注意事項 ①予診票が変わりましたので当日会場で

記入していただきます。②体温も金場で測定してくだ

さい。③治療中の病気や経過をみていることがある場

合には、主治医に前もって相談し、診断書または意見

書をもらってください (当日接種医が書考にして接種

の可否を決めるので、接種できない場合もあります)。

④7月に日本脳柴田予防接種を畳けた幼児は、2週間

他の予防接種は畳けられません。また、 7月-8月に

行うツベルクリン反応。査 ・BCG接種を受ける幼児

は、 1か月以上経過してから接種してください。⑤そ

の他 保健ごよみに予防接種に関する詳しい説明が載っ

ています。市役所 ・各支所などにあります白で、お持

ちくださL、。

・三種混合予防接種1期追加のお知らせ

平成 7年 1月-3月に集団接種で初回3回を接種し

てあるお子さんは、今年度 8-11月で追加由予防接種

をお受けくださL、。

平成7年 8月-ll月に集団または個別接種で初園田

3回を接種してあるお子さんは、 平成 9年 l月-3月

で追加の予防接種をお受けください。

発
行
・
よ
図
市

〔〒
3
8
6
長
野
県
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・
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